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熊本県内の広報担当者が一緒に制作した防

災特集。地震や風水害などの自然災害は、

私たちに突然襲いかかります。家族や恋人、友

人を守るために大切なことは「自助」と「共助」

でした。二つの言葉は、まず自分が生き延びる

ことと日頃から地域のつながりを大事にするこ

との大切さを教えてくれました。愛する人を守

るために、二つの言葉を忘れないでください―。

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、阪
神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道フォー
ラムのために来熊した五百旗頭さんに災害において重要な
ことは何なのかを聞きました。
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九州の広範囲を襲った集中豪雨。水
俣市では大規模な土石流が民家を直
撃。19 人が犠牲になった。

五百旗頭　真

県南集中豪雨
（平成 15年７月）

台風 18 号災害
（平成 11年９月）

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し
た豪雨災害。美里町では道路寸断、
土砂崩れで集落が孤立した。

梅雨前線豪雨
（平成 19年７月）

県北中部を中心に発生した集中豪雨。
死者・行方不明者は 500 人超、家屋
全壊は 1,000 戸を超えた大水害。

白川大水害
（昭和 28年６月）

◎ Profile
昭和 18 年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68 歳

愛する人を守る
二つの言葉

Special　Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

幾度となく自然の猛威に
さらされてきた熊本。過
去にどのような災害が発
生しているのでしょう
か。熊本を襲った災害を
年表で振り返ります。
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（参考）熊本県防災情報ホームページ（写真）熊本県大水害寫眞集
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特 集

県内全土が大きな被害を受けた台風
災害。宇城市（旧不知火町）では、高
潮で 12 人が犠牲になった。

交流が人を救い、救われる―
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熊本県
災害年表
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